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も
と
よ
り
浅
学
菲
才
の
身
、
齢
七
十

二
を
数
え
る
も
、
胸
を
張
っ
て
他
に
誇

れ
る
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
一

つ
だ
け
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
、
船
橋

市
立
小
学
校
に
奉
職
以
来
、
昭
和
と
平

成
を
十
九
年
ず
つ
、
現
場
と
行
政
も
ほ

ぼ
半
ば
の
十
八
年
と
二
十
年
、
つ
ご
う

三
十
八
年
間
、
健
康
で
体
育
一
筋
に
職

務
を
全
う
で
き
た
こ
と
を
心
密
か
に
誇

り
と
し
て
い
る
。

縁
あ
っ
て
同
窓
会
の
監
事
を
仰
せ
つ

か
っ
て
六
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。

監
事
と
し
て
の
初
仕
事
の
日
。
卒
業
以

来
、半
世
紀
に
及
ぼ
う
と
し
て
る
の
に
、

そ
れ
が
ご
く
当
た
り
前
の
よ
う
に
、
足

は
体
育
館
、
陸
上
競
技
場
に
向
か
っ
て

い
た
。
そ
の
後
も
大
学
を
訪
れ
る
度
、

飽
き
も
せ
ず
、
用
務
の
前
に
か
の
地
に

立
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
は
っ
き
り

し
て
い
る
。

私
は
、
来
し
方
、
と
り
わ
け
健
康
・

体
育
に
関
し
て
わ
け
あ
り
で
あ
っ
た
。

小
・
中
・
高
校
と
体
育
の
評
価
は
⚓
を

上
回
っ
た
た
め
し
が
な
い
。
高
二
の
四

月
に
は
、急
性
肝
炎
で
入
院
し
た
。「
三

十
七
キ
ロ
、
色
も
白
く
て
う
ら
や
ま
し

い
」
と
看
護
師
に
言
わ
れ
た
。
以
来
、

卒
業
ま
で
体
育
は
ほ
と
ん
ど
見
学
と

い
っ
た
有
様
で
あ
っ
た
。

そ
の
私
が
、
健
康
で
体
育
一
筋
に
三

十
八
年
間
の
職
務
を
全
う
で
き
た
そ
の

土
台
は
、
ま
さ
に
こ
の
地
で
の
四
年
間

（
真
黒
に
日
焼
け
し
て
帰
省
す
る
の
が

唯
一
の
お
ふ
く
ろ
孝
行
だ
っ
た
四
年

間
）
に
培
わ
れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い

る
。
大
げ
さ
を
許
し
て
も
ら
え
る
な

ら
、
こ
の
地
は
私
に
と
っ
て
は
聖
地
と

も
い
え
る
場
所
な
の
で
あ
る
。

◇

◇

◇

さ
て
、
大
学
を
訪
れ
る
こ
と
が
な
く

な
っ
て
久
し
い
と
思
わ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
、
絶
好
の
機
会
が
間
も
な
く
や
っ
て

来
ま
す
。
千
葉
大
学
教
育
学
部
は
二
〇

二
二
年
に
創
立
百
五
十
周
年
を
迎
え
、

そ
の
記
念
式
典
が
十
月
に
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
、
大
学
に
足
を
運
び
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
出
の
地
に
立
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

特別寄稿 ⚖面

学校現場から ⚒面

学校現場へ ⚓面

会員のいきいき
だより ⚔・⚕面

私の学園生活 ⚗面

卒業を迎えて ⚘面

県外の同窓生から
⚙面

我が学舎の今昔
⚙面

現役の学生から
10面

支部だより 10面

新入生の声 11面

事務局より 11面

物故会員 11面

同窓生の美術館
12面

紙 面 紹 介

思
い
出
の
地
に
立
つ

同
窓
会
監
事

野

内

修

（
Ｓ
45
・
⚓
卒

船
橋
市
）

二
〇
二
二
年
(令
和
四
年
)に
教
育
学

部
創
立
百
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
教
育
学
部
・
千
葉
師
範
学
校
の
原

点
と
な
る
「
印
旛
官
員
共
立
学
舎
」
を

町
田
会
長
、
八
木
・
重
栖
・
古
山
副
会

長
、
宮
葉
・
髙
津
記
念
誌
編
集
委
員
、

佐
藤
事
務
局
長
・
水
野
事
務
局
次

長
の
八
人
で
訪
ね
た
。
場
所
は
流

鉄
流
山
線
の
終
点
「
流
山
駅
」
か

ら
徒
歩
一
分
、
住
宅
街
に
あ
る
鎌

倉
時
代
に
創
建
さ
れ
た
歴
史
あ
る

日
蓮
宗
常
輿
寺
の
境
内
に
あ
っ
た
。

明
治
五
年
に
明
治
政
府
は
日
本

最
初
の
近
代
学
校
制
度
を
定
め
た

『
学
制
』
を
発
布
し
た
。
こ
れ
を

受
け
、
印
旛
県
は
寺
子
屋
を
廃
止

し
、
こ
の
地
に
「
印
旛
官
員
共
立

学
舎
」
を
開
設
し
た
。「
共
立
学
舎
」

は
小
学
校
教
員
に
な
ろ
う
と
す
る

人
々
に
教
授
の
内
容
・
方
法
を
習
得
さ

せ
る
場
で
あ
っ
た
。
印
旛
県
内
各
地
か

ら
選
ば
れ
た
人
が
試
験
の
後
に
入
学
、

六
十
日
間
教
授
法
を
学
び
各
地
の
小
学

校
教
員
に
な
っ
た
。
翌
年
、
印
旛
県
と

木
更
津
県
が
合
併
し
て
で
き
た
千
葉
県

の
発
足
に
伴
い
、千
葉
町
に
移
転
し「
千

葉
学
校
」
と
な
っ
た
。

こ
の
教
員
養
成
を
目
的
と
し
て
開
設

さ
れ
た
「
共
立
学
舎
」
は
、「
千
葉
師
範

学
校
」、「
千
葉
大
学
学
芸
学
部
」
等
々
名

称
が
変
わ
り
、
現
在
の
「
千
葉
大
学
教

育
学
部
」に
引
き
継
が
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
「
共
立
学
舎
」
を
「
千
葉

師
範
学
校
発
祥
の
地
」
と
し
て
名

を
残
そ
う
と
、
流
山
の
教
育
関
係

者
有
志
が
、学
制
の
原
点
に
立
ち
、

教
育
の
振
興
を
願
っ
た
。
そ
こ

で
、
印
旛
官
員
共
立
学
舎
跡
に
、

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
に
「
千
葉

師
範
学
校
発
祥
乃
地
」
の
歴
史
を

刻
む
黒
御
影
石
の
大
き
な
石
碑
を

建
立
し
た
。
ま
た
、「
共
立
学
舎
」

は
「
流
山
小
学
校
」
と
し
て
残
り
、

現
在
は
、
場
所
を
移
し
、「
流
山
市

立
流
山
小
学
校
」
に
引
き
継
が
れ

て
い
る
。

髙津記念誌編集副委員長
（印旛官員共立学舎跡地

に立つ)

印旛官員共立学舎を訪ねて
同窓会報編集委員 髙 津 乙 郎

(Ｓ48・⚓卒)



千
葉
大
生
協

宮

葉

清

子

｢よ
り
良
き
生
活
と
平
和
の
た
め
に

…
…
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
昭
和

四
十
年
に
創
立

さ
れ
た
西
千
葉

キ
ャ
ン
パ
ス
の

学
生
協
。
工
学

部
北
側
に
プ
レ

ハ
ブ
店
舗
が

あ
っ
た
。
パ
ン

・
牛
乳
・
食
品
・

日
用
品
・
文
具
な
ど
の
限
ら
れ
た
品
の

販
売
で
あ
っ
た
。

二
年
後
に
書
籍
部
が
開
店
し
た
（
北

田
書
店
）。

現
在
は
大
学
会
館
正
面
の
左
側
（
昭

和
四
十
年
代
に
あ
っ
た
新
厚
食
堂
の
場

所
）
に
、「
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う

名
称
に
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
よ
り

品
揃
え
が
充
実
し
、
文
具
や
日
用
品
・

食
品
・
焼
き
立
て
の
パ
ン
ま
で
販
売
し

て
い
る
。
ま
た
、ト
ラ
ベ
ル
セ
ン
タ
ー
、

住
ま
い
、
ア
ル
バ
イ
ト
紹
介
セ
ン
タ
ー

ま
で
あ
る
。

書
籍
は
、
附
属
図
書
館
の
一
階
、
ガ

ラ
ス
張
り
の
店
舗
「
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」

で
扱
い
、
専
門
書
か
ら
文
庫
・
コ
ミ
ッ

ク
な
ど
ま
で
幅
広
く
、
こ
れ
も
充
実
し

た
品
揃
え
で
あ
る
。
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我
が
学
舎
の

今
昔
（
五
）

(Ｓ
50
・
⚓
卒

千
葉
市

同
窓
会
報
編
集
委
員
）

ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り
、
夢
を
形
に

王

子

千
帆
子

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
し
て
い
ま

す
。
大
学
時
代
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な

る
と
決
意
し
た
も
の
の
就
職
浪
人
。
研

究
室
の
明
石
先
生
の
助
言
も
あ
り
、
留

年
の
末
、
念
願
の
地
方
局
の
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
に
内
定
し
ま
し
た
。
岩
手
と
地

元
・
熊
本
の
放
送
局
で
約
十
五
年
間
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
を
務
め
ま
し
た
。
報
道
か

ら
情
報
番
組
ま
で
充
実
し
た
仕
事
の
中

で
様
々
な
出
会
い
や
試
練
が
あ
り
、「
熊

本
市
の
政
令
市
移
行
」
や
「
こ
う
の
と

り
の
ゆ
り
か
ご
」な
ど
取
材
を
通
し
て
、

物
事
を
掘
り
下
げ
て
考
え
、
伝
え
ら
れ

た
経
験
は
財
産
で
す
。
大
切
に
し
て
い

る
事
は
、
声
を
鍛
え
る
・
体
調
管
理
を

怠
ら
な
い
・
人
の
話
を
遮
ら
ず
よ
く
聞

く
こ
と
で
す
。
技
術
な
ど
何
か
壁
に
ぶ

つ
か
っ
た
ら
発
声
練
習
・
複
式
呼
吸
に

立
ち
戻
っ
て
い
ま
す
。
三
種
の
神
器
と

言
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ク
セ
ン
ト
辞

典
・
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
・
電
子
辞
書
。

今
も
仕
事
の
時
は
必
ず
持
ち
歩
く
お
守

り
の
よ
う
な
相
棒
で
す
。

結
婚
し
主
人
の
留
学
に
伴
い
退
社
し

ま
し
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー

ン
で
の
二
年
間
の
暮
ら
し
は
毎
日
が
新

鮮
で
濃
厚
で
し
た
。
娘
を
出
産
し
、
子

育
て
を
始
め
た
忘
れ
が
た
い
土
地
で
す
。

帰
国
後
、
育
児
の
合
間
に
執
筆
し
、
生

活
体
験
や
取
材
情
報
を
ま
と
め
、
本
を

出
版
し
ま
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
で
特
に
感

銘
を
受
け
た
こ
と
は
、
音
楽
を
は
じ
め

芸
術
文
化
が
日
常
に
溢
れ
豊
か
な
こ
と

や
大
学
ま
で
学
費
が
無
償
化
で
あ
る
こ

と
、
必
要
な
人
に
席
を
譲
る
な
ど
の
道

徳
心
が
根
付
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
ク

リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ホ
ッ
ト
ワ
イ

ン
や
お
昼
か
ら
白
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
風

習
な
ど
も
最
高
で
す
ね
（
笑
）。
一
方
、

恋
し
く
な
っ
た
の
は
和
食
、
日
本
の
手

厚
い
サ
ー
ビ
ス
（
店
で
の
応
対
や
郵
便

局
の
再
配
達
な
ど
）。
ご
関
心
の
あ
る

方
は
是
非
、
著
書
『
麗
し
の
ウ
ィ
ー
ン
、

音
に
魅
か
れ
て
』を
ご
覧
下
さ
い
ま
せ
。

現
在
は
、
子
育
て
の
傍
ら
司
会
業
や

日
本
滑
舌
能
力
検
定
協
会
の
講
師
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
声
を
出
す
と
元

気
に
な
る
ホ
ル
モ
ン
が
出
て
病
気
に
な

り
に
く
い
そ
う
で
す
。
一
緒
に
滑
舌
力

ア
ッ
プ
や
声
磨
き
を
し
ま
せ
ん
か
。
好

き
な
本
や
詩
な
ど
を
声
に
出
し
て
読
ん

で
み
る
の
も
良
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
私

自
身
、
健
や
か
な
心

身
を
保
ち
、
細
く
長

く
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

楽
し
む
こ
と
が
目
標

で
す
。

(Ｈ
10
・
⚓
卒

東
京
都
）

私の三種の神器

1970年（Ｓ45）頃の店舗全景

2012年（Ｈ24）10月開店2014年（Ｈ26）10月開店
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昨
年
秋
の
台
風
被
害
に
よ
り

精
神
的
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
て
い
た
矢
先
、
市
原
の

チ
バ
ニ
ア
ン
の
朗
報
は
千
葉
県

民
は
も
と
よ
り
日
本
中
を
沸
か

せ
た
大
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

▼
そ
し
て
、
令
和
二
年
一
月
、

い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
を
迎
え
胸
踊
ら
せ

て
い
た
。
そ
ん
な
矢
先
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
が
世
界
的
に
蔓
延
し
悲
痛
な

毎
日
。
年
初
め
に
は
予
想
だ
に
し
な

か
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
。
本
来
な
ら
ば
、
チ

バ
ニ
ア
ン
の
多
数
の
見
学
者
の
様
子
が

連
日
報
道
さ
れ
る
は
ず
が
一
変
。
何
と

も
虚
し
い
限
り
で
あ
る
。
▼
さ
て
、
今

号
も
多
岐
に
渡
る
内
容
で
紙
面
が
埋
め

尽
く
さ
れ
た
。
原
稿
と
共
に
貴
重
な
写

真
も
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
本
文

に
目
を
通
し
な
が
ら
写
真
に
も
気
持
ち

が
注
が
れ
る
。
全
面
カ
ラ
ー
印
刷
に
し

て
五
年
目
。
す
っ
か
り
定
着
し
見
や
す

い
と
好
評
で
あ
る
。
と
り
わ
け
今
回
は
、

一
面
の
「
印
旛
官
員
共

立
学
舎
跡
地
」
に
あ
る

記
念
碑
の
大
き
さ
に
驚

き
と
関
心
を
持
た
れ
る

方
が
多
い
と
思
う
。

(文
責

水
野
平
吾
)

編★集★後★記

同窓生の美術館
生
き
て
い
る
実
感

一ひ
と

鍬く
わ

田だ

徹と
お
る

広
島
大
学
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
て
二
十
六

年
。
こ
の
間
、
公
募
展
や
個
展
等
で
様
々
な
彫
刻
作

品
を
発
表
し
て
き
た
が
、
そ
の
ど
れ
に
も
共
通
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
生
き
て
い
る
実
感
（
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
О
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
）」。

構
想
は
私
的
な
出
来
事
に
端
を
発
し
て
い
る
場
合
が

多
い
が
、
そ
れ
を
普
遍
性
へ
と
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
な

作
品
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
き
っ
か
け
の
一
つ

は
、
伯
母
が
千
葉
の
国
立
病
院
に
緊
急
入
院
し
た
こ

と
。
死
に
直
面
し
て
い
た
伯
母
の
一
方
で
、
隣
接
し

て
い
た
中
学
校
の
、
ま
さ
に
生
を
謳
歌
し
て
い
る
生

徒
た
ち
の
姿
が
強
く
目
に

焼
き
付
い
て
い
る
。
も
う

一
つ
は
、
人
類
史
上
初
め

て
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

た
街
ヒ
ロ
シ
マ
で
の
暮
ら

し
、
否
応
な
く
彫
刻
を
つ

く
る
意
味
に
つ
い
て
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①②被爆建物（広島市立本川小学校）で
の個展風景
③家族をテーマにした作品『永遠の家族』
④広島大学病院のモニュメント『FOUR
SEASONS TREE (四季の木)』(写
真は夜間の照明点灯時)

イラスト：新﨑寛子①

②

③

④
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副
学
部
長


